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論文内容の要旨
歯肉の内縁上皮は歯面に対して、いわゆる上皮付着部を形成する組織であるが、この内縁上皮部は
発生学的にはエナメル器に由来する組織とされ、口腔粘膜由来の外縁上皮との性質の差が論じられ、
臨床的には歯周組織の正常性を維持するために重要な役割をなすところであるといわれ、この部の構
造、細胞代謝については多くの報告がなされている。し.かし、同部が組織学的に硬組織と軟組織の接
触部という特殊性による組織切片作製上の困難性のためにか、必ずしもその見解は一致しておらず、
研究者により、その意見に異なりがみられる。
そこで著者は、付着部上皮が組織標本の上でエナメル質に接着した状態で検鏡できるようにして、
まず、 1 ) 正常と見倣される歯肉の付着部上皮の細胞代謝を検索し、
ついで、 2 ) 歯肉切除を行って治癒した後に、同部が切除前の状態に戻り得るか、否かは、内縁上皮
が歯牙繭出後も長期にわたり歯原性の細胞よりなり、また、細胞の新生、代謝もないという説とも関
連して、臨床的には非常に興味ある問題であるので、切除後、略治したと思われる時点での付着部上
皮の細胞代謝を検索し、上記のことを検討したいと考えてこの研究を行った。
実験 1 .正常と見倣される付着部上皮の細胞代謝
生後、約 7 週間のNa2 /Nishida系マウス(雄性) 60匹の上顎臼歯部歯肉を用い、 I-P-thymidine 
投与により、 DNA合成期にある細胞を標識し、寺崎一塩田氏法により、付着部上皮をエナメル質を
含めて薄切し、標識細胞の数、位置、移動を観察した。なお、付着部上皮のエナメル質側を、細胞
の動向をより的確に把握するために、歯根尖側部(下部)と歯冠頂側部(上部)に 2 分し、各部の全
細胞数に対する標識細胞数の百分率、すなわち、 radioactive indexを計算した。その際、核中に頼
粒 5 個以上を認めつるものを標識細胞とした。
その結果、上顎口蓋側歯肉においては、歯根尖側部(下部)では、 H3_thymidine投与 1 時間後か
ら標識された細胞の出現が認められ、 radioactive index は、 6.22、以後急速に増加して、 1 日後で
14.88 とほぼその極に達した。その後減少し、 3 日後で7.23 、 5 日後ではさらに減少して2.34 、 7 日
後で1. 00 、 10 日後で全く認められなくなった。
一方、歯冠頂側部(上部)では、 1 時間後、 6 時間後では標識された細胞は認められず、 12時間後
でわずかに出現しradioactive indexは 0.56 、 1 日後で'4.83 、 2 日後10.71 と増加し、 3 日後で14.03
とその極に達し、その後は急速に減少して 5 日後で'4.20 、 7 日後で1. 98 、 14日で全く認められなくな
った。
また、上顎頬側歯肉については、各時間における radioactive indexの値は上顎口蓋側の場合と差
異がなく、付着部上皮細胞の移動傾向も、口蓋側と同様の傾向を示した。
このように上顎の正常と見倣される歯肉においては、頬側、口蓋側とも、下部と上部ではradio-
active indexの推移に時間的ずれ、すなわち、その出現、極値が下部に北し、上部では遅延すること
が認められた。さらに全期間を通じて、標識きれた上皮細胞がエナメル質側に崩壊きれる像が全く認
められなかったことから、マウスにおいて、いわゆる上皮付着部では細胞は静止しているものではな
く、常に新生、代謝きれており、細胞は歯根尖側部(下部)より、歯冠頂側部(上部)へと移動して
いくものと思われた。
なお、上皮細胞の移動傾向が上顎口蓋側と上顎頬側とが同じ点から、実験 2 においては、歯肉切除
を口蓋側に行い、その対照を頬側にとった。
実験 2. 歯肉切除後 4 週、および、 7 週における付着部上皮の細胞代謝
実験 1 に同じく、生後、約 7 週間の同系マウス(雄性) 80匹を使用し、上顎左右臼歯部各々 2 歯に
ついて、口蓋側歯肉を電気メスにて切除した~ 40匹を 4 週間飼育し、残る 40匹を 7 週間飼育した後の
実験過程は実験 1 と同様にした。
その結果、歯肉切除 4 週後における各時間のradioactive indexは対照に比し、一般にややその値
が高〈、 radioactive index の結果からみる限り、この時期では切除創は完全には安定していないの
ではないかと思われる。また、切除 7 週後における radioactive index に関しては、対照と値が近似
しており、治癒がほぼ完了しているものと見倣される。また、歯肉切除 4 週後、 7 週後ともに、下部
および上部における radioactive index の推移に時間的ずれ、すなわち、歯根尖側部に比べ、歯冠頂
側部において遅延することが認められ、また、標識された付着部上皮細胞がエナメル質側へ崩壊され
る像はみられなかった。このことは、正常と見倣される歯肉におけるものと同様で、あり、細胞代謝の
而からみる限り、歯肉切除を行い治癒した時点では 付着部上皮と歯面との関係は、切除前と同じ状
態に戻り得るものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は、歯肉の上皮付着部における上皮細胞の細胞代謝をしらべることを目的としたもので、マ
ウスを用いて、エナメル質を残存させ、 autoradiography を利用することにより、正常と見倣される
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歯肉、および、歯肉切除を行い略治したと思われる歯肉について検討している。その結果、同部の上
皮細胞は常に新生、代謝されており、細胞代謝は歯根尖側部から起って、細胞はエナメル質側に崩壊
することなく、歯冠頂側部へ移行することを証明した。付着部上皮の細胞代謝の動向を明らかにした
点て\価値ある業績であると認める。
よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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